
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立中学校の部活動の地域移行にかかる取組が進められています。 

 

令和４年１１月号 

【 国の動き 】 

令和４年６月：運動部活動の地域移行に関する検討会議提言    スポーツ庁へ提出 

令和４年８月：文化部活動の地域移行に関する検討会議提言    文化庁へ提出 

 

 

 

 

 

 
 
〇 まずは、休日の部活動から段階的に地域移行していくことを基本 

目標時期は、令和５年度の開始から３年後の令和７年度末 
〇 平日の部活動の地域移行は、できるところから取り組むことが考えられ、 

休日の地域移行の進捗状況等を検証し、更なる改革を推進 

〇 運動部（文化部）活動の在り方に関する総合的なガイドラインを改訂    など 
※ 提言の内容等が盛り込まれる予定 

 

国における改革の方向性 

 
生徒のバランスの取れた心身の成長などに留意した持続可能な部活動の運営体制構築を目指

して、平成３０年にスポーツ庁（運動部）及び文化庁（文化部）が策定 
 
 
 
 
 

・学校部活動方針の策定や、合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進 
・適切な休養日（週当たり２日以上）及び活動時間（平日２時間程度、休日３時間程度）の設定  
・生徒のニーズを踏まえた環境整備、学校単位で参加する大会等の見直し 

【 今後の取組 】 

 
本県の今後のスケジュール（イメージ） 

部活動の在り方に関する総合的なガイドラインって何？ 

 概 要 

 

 

県 

市町 

〇 地域移行に係る具体的なスケジュール等を示す県推進計画の策定 

〇 関連諸制度の整理      など 

〇 関係者による協議会等の設置 
〇 指導者や実施主体の確保方策等の諸課題への対応の検討   など 



※美祢市教育委員会作成資料抜粋 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 文化庁（文化部活動） スポーツ庁（運動部活動） 
 

県教育委員会 

第２回やまぐち部活動改革推進協議会 

・子どもたちにとって良い形での地域移行を進めていかなければならない。 

・人口規模の少ない町では、自治体単位での地域移行は困難であり、複数市町における広域で地域 

移行を考えていくべきではないか。 

・平日と休日で指導者が変わる場合の情報共有等の橋渡しを行っていく仕組みが必要だ。 

・子どもたちの健康、安全を守るような活動の在り方を大人が考えていかなければならない。 

・中学校から部活動がなくなった時に、子どもたちにとってより良い中学校はどうあるべきな

のかということを考えていく必要がある。  など 

 

部活動改革に係る国（文化庁・スポーツ庁）及び県教委の情報は下記 QR コードから確認できます。 
 

 
地域移行に係る説
明スライド動画も
掲載しています。 

 
 

 

 

・少子化の進行などから、学校で 

選択できる部活動の種類が減少 

・市内の部活動において、合同チ 

ームで活動している実態がある。 

 

校区の枠を越えた子どもた 
ちのスポーツ・文化活動の機 
会を確保していくことが必要 
 

今年度２回目の協議会を１０月１９日（水）に開催しました。 

国のめざす姿や今後の

対応について説明され、

山口県においても地域の

強みを生かしながら、取

組を進めてほしいとお話

をいただきました。 

 

協議会委員の皆様から、多くの御意見をいただきました。 

 

 
【防府市教育委員会 周南市教育委員会 美祢市教育委員会】 

 

実践研究報告 

 
美祢市報告 

 

 
スポーツ庁講演 

 

【スポーツ庁地域スポーツ課 課長補佐 小久保智史 様】 

 

〇 部活動の在り方に関する総合的なガイドラインの改訂 

 ・地域移行の目標時期・改革集中期間・大会の在り方 など 

〇 学習指導要領の取扱い 

 ・部活動の課題や留意事項等の通知 など  

〇 その他留意事項に係る通知 

 ・教職員による兼職兼業の例・高校入試・学校施設の活用 など 

講演内容【今後の予定】 

 
意見交換 

 


